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富樫先生、野口先生からは、お忙しい中貴

重なご指摘を頂きまして、誠にありがとうご

ざいます。また研究会当日は多くの方々から

有益なコメントを頂きました。当日十分回答

できなかったところについては、改めて考え

たことを記しております。はじめに「本書の

ねらしりを本人から説明させて頂き、続いて

コメントへリプライをさせて頂きます e

戦後アメリカの一大変化、覇権国アメリカ

に形成された地域経済構造として、航空宇宙

産業地帯(国防産業地帯)の出現があった。

アメ 3カ航空宇宙産業地帯は 1980年代末ま

で繁栄したが、ポスト冷戦期の 1990年代以降

は各都市、地域ごとに様々な発展経路を辿る

こととなった。大学院進学当初、筆者はこの

ような戦後アメリカならではの地域経済構造

の出現と、その変化を追跡したいと考えてい

た.

アメリカの経済地理学者、アン・マークセ

ンらはこのような航空宇宙産業地帯の出現に

着目し「ガンベノレト論」という共同研究を行

った (Markusenet al.:199I)'oまた 1990年代
以降は ICT産業など新たな産業の劇的な発展

も見られ、ガンベルト内部で構造変化を遂げ

る都市も出現したことから、マークセンらは

「ハイテク産業地域の比較類型研究」も創り

上げた (Markusen:1996)'。しかしマークセン

らは、各テーマごとの拠点都市聞の比較と類

型化には成功したが、筆者が把握する限り、

ガンベルトからハイテク産業地域へ、 1980年

代までのアメリカ地域経済構造からポスト冷

戦期への変化の「連続的な把握」はなされな

かった。

このような研究史上の要請に加え、日本で

l土産業空洞化が顕在化しつつあった。新産業

形成に成功しつつあった都市の研究が求めら

れていたという社会的要請があったわけであ

る。そこで筆者は航空宇宙産業から ICT産業

など新しい産業構造に変化しつつある太平洋

岸北西地域のシアトルという特定産業都市に

着目し、いかにして新たな産業構造に転換し

つつあるのか、マークセンらの「産業地域の

比較類型論」とは異なる「産業都市の構造変

化の動態論」を創ろうと考えた。

本書では序章で研究史の整理と都市の産業

構造転換をとらえるツールを整理し、産業都

市形成の主体であり産業構造の変化をもたら

す原動力である「企業」ベースの分析を重視

すること、制度や政策ではなく産業の実態面

の分析に主眼を置くことを確認したうえで、

第 1章で 1950年代までの産業都市シアトル

の歴史的形成過程を整理し、第 2章では航空

宇宙産業都市の構造を、ボーイング杜の事業

活動とシアトルの関係に着目して分析し、第

3章では 1980年代にはボーイング社から独

立した産業の基盤となっていた生産者サーピ

スの実態にアクセスした。第 4章ではポスト

冷戦期の航空宇宙産業、ボーイング社の事業

再編とシアトノレへの影響をとらえ、第 5章で

はソフトウェア産業の独占的グローパノレ企業

マイクロソフト社の成長とシアトルへのイン

パクトとその意義、第 B章ではソフトウェア

企業集積の構造を分析し、終章ではパイオテ

クノロジーや消費関連の新ビジネスの登場と

いった 2000年代の新展開をまとめた。

以下、ご指摘に対して可能な範囲内でリプ

ライさせて頂く。まず当方の研究テーマが変

化してきているという富樫先生のご指摘であ

るが、たしかに個別の章に着目すればその通

りなのであるが、当方としては戦後から 2000

年代にいたるシアトノレの産業構造の原動力を

明らかにし、そのプロセスを動態的に再構成

するという「産業都市の動態論」を創るとい

うことが一貫した目的であった。そのために

ボーイング社を中心とした企業都市構造の分

析(第 2章)から、 2000年代に重要性を増す

アメエティ論(第 6章)までカパーすること
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を意図した。つまり筆者としては産業構造の

変化の過程、その原動力と意義を考察すると

いう一貫性を持って研究を進めてきたつもり

である。ただ本書でまとめたシアトルという

特定事例に即した「産業都市の動態論的な再

構成j が果たして成功しているのかどうかと

いうことは、皆さんの評価を仰がねばならな

し、。

このほかにも富樫先生からは本書の持つ限

界について多角的に指摘を頂いており、今後

の研究の発展を考える際の「道しるべ」とな

ると考えている。

第一に、航空宇宙産業関係である。ボーイ

ング社の生産ネットワークが全米展開、ある

いはグローパル展開であることをふまえ、シ

アトノレの外に視野を広げる可能性についてご

指摘頂いた。たしかにボーイング社のシアト

ノレにおける主たるビジネスが民間航空機部門

であるとしても、同社の生産活動は、全米に

展開する国防総省の研究開発費や調達費の思

恵を受けてきた航空宇宙産業の集積に依存し

ている白ボーイング社のピジネスが全米の航

空宇宙産業の生成、定着、再編にどのような

影響を与えたのか、あるいは逆に与えられて

きたのか。米国内の国防費や研究開発費の配

分、大学研究機関の展開も視点に含め全米レ

ベルに視野を広げて議論する可能性が広がっ

ている。またご指摘通り、名古屋を中心とし

た日本の製造業とのリンケージも増している。

日本を含め航空宇宙産業の展開について、グ

ローパノレな視野からとらえる必要性もある。

エアパスの本拠地、トクールーズとの比較研

究についても興味深い@本格的に現地調査を

行ったわけではないか、中・大型民間航空機

産業の拠点であること、国際コンソーシアム

開発・生産であることなどから、シアトノレの

事例と類似しているのではないかと推測して

いる。

第二に、 ICT企業システムの多様性と立地

についてであるが、特に「日米比較」による

研究の深化という貴重なご指摘を頂いた。す

でに拙稿 (2007)'において 部取り組んだ課

題であるが、日本では地方圏、首都圏ともソ

フトワェア産業および関連産業について研究

の蓄積がなされている。企業家の行動、労働

者の生活、居住志向について比較することは、

先行研究を手掛かりに行うことは可能である

が、自らの実証研究の課題としても取り組ん

でみたい。

第三に、「企業都市」研究の米日比較、地域

支配からローカノレ・ガパナンスに視野を広げ

ることに関する指摘は、研究の厚みを増す上

でも非常に有益である。研究発展の余地があ

るということで、かなりの分量を割いてご指

摘頂いたのではないかと拝察している。富樫

先生ご指摘の通り、企業の事業活動がグロー

パルになるに従って、都市や地域の発展を考

える際に「企業の地理学Iが背景に退き、「労

働の地理学」やワークフォース論が全面に出

てきた。企業と地元コミュ=ティの協働の重

要性を指摘する研究も登場している。本書で

も終章でこのような取組を紹介したが、本格

的に研究を深める余地がある@またこれもご

指摘の通り、日本の企業都市論や企業城下町

論の明らかにしてきた日本の多様な事例研究

があるが、このような事例と比較すると、シ

アトルは依然として強いカを持つグローパル

航空宇宙企業、ソフトウェア企業の本拠地で

あるとともに、生産者サービス、ソフトウェ

ア企業の急速な集積が見られたというタイプ

の産業都市といえる。基幹企業が依然として

極めて強力であるとともに、単純に企業都市

論や企業城下町輸に還元できない産業構造の

変化経路を辿ってきたことも明らかにしたわ

けである。ただこのような米日比較を行う上

では、富樫先生が繰り返し指摘されているよ

うに、米国と日本の国土構造や政治経済シス

テムの相違を媒介にいれ、比較を行うという

「研究上の手続き」を踏む必要がある。さら

にこれもご指摘にあったように、コミュニテ

イの記憶の追跡、ローカノレなガパナンスとい

った分野に視野を広げて、より包括的で立体

的なシアトル像を構築することも、当然意義

ある仕事である。今後研究を豊かにできる余

地が広大に広がっていると考える。

第四に、アメリカ合州国の国土空間と産業

政策、まちづくりに関連する論点ついても、

本質的で包括的な指摘を頂いた白シアトノレの

ようなアメリカの「地方都市」における活発

な新規創業が、なぜ日本ではそれほど見られ

ないのか。アメリカにおける創業意欲の高さ、

地方都市においても人材、資金、顧客が得や

すい、というアメ日カ都市システムの分散

性・自律性に加え、筆者が現地調査を通じて

得た感覚では、日米のサーピス業のポジショ

ンの違いがあると考える。生産者サーピス、
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そのなかでも分析を深めた情報サーピス産業

は、日本においては製造業大企業の下請とし

て発展してきた面もあり、空間的には首都圏

に集中する傾向がある。アメリカの場合、契

約社会であり大企業と中小企業(サーピス供

給者に多い)のパワーパランスが日本ほどア

ンパランスではないこと、サーピス供給者も

大企業だけに依存するのではなく自立的に発

展してきており、大企業に対してもそれなり

の価格でサーピスを提供してきたということ

である。先進国のなかでもアウトソーシング

の急速な展開な E企業組織形態が最も急速に

進化したこと、加えてサービス業が自立的に

発展できたことが、アメ日カ全般そして「地

方都市」であるシアトルでも経済のサーピス

化、ソフト化が急速に進行しえた理由の一つ

ではないかと考えている。

またアメリカ空間構造のダイナミズムの中

で「持続可能な産業都市」の範暗に入るシア

トルであるが、評者ご指摘の通り「住みやす

い都市」であり優秀な人材が集まり定着して

いることが、 1990年代以降 ICTなど新産業興

隆の要因の一つであることは間違いない。こ

のような条件がいかに創出されてきたのか、

という点で I地域産業政策と都市政策のリン

ケージがなんらかの形であるのではないか」

という重要なご指摘は、筆者もその通りと考

える。終章で今後の課題として書いたが、州

政府、都市自治体の地域産業政策の展開、都

市コミュ=ティや企業も巻き込んだパートナ

ーシップの生成とその役割をどう見るか、そ

してその産業構造の転換に与えたインパクト

を追跡することが研究の発展方向として設定

でき、都市経済輪、地域経済論、コミュニテ

ィ論の領域で価値ある研究となることは、ま

ず間違いない。

野口先生からは、都市の形成をどのように

とらえるのか、そして都市の産業構造転換を

rのように説明するのか、という理論的見地
からのご指摘を頂いた。ややもすると細かす

ぎる実証研究に陥りがちな、筆者や同世代の

研究者に対して貴重な警鐘と受け止めさせて

頂く@実証研究の最終目的は経済学理論の構

築であるので、野口先生のご指摘も研究の「道

しるべj として大切にしたい。コメントへの

リプライは、下記の通りである。

第ーに、宮本憲一氏の都市経済論等も踏ま

えられ、都市形成をどのように把握するのか、

という都市把握の理論的ポイントについて質

問頂いた園本書は都市産業およびその動態分

析を企業レベルで行っているところに主眼が

あり、フロアや岡田先生からのご指摘にもあ

ったように、物的インフラ、社会的インフラ

の形成と集積プロセス、コミュニティの形成

と変動といった企業(野口さん流には資本)

および都市産業と密接不可分な関係にあり、

都市の実体を構成するこれら多様な要素につ

いての分析はかならずしも十全ではない。ボ

ーイング社関連で一定行ったものの、現代に

いたる都市形成プロセスのより包括的な全体

像を再構成することは、今後の課題となって

し、る。

第二に、シアトルの産業構造転換プロセス

をどのように把握するのか、という点につい

てである白「偶然」と「必然」をどのように考

えるかという大変難しい理論的視点からのコ

メントを頂いたのであるが、さしあたり「必

然」を、ある都市における産業形成をそれま

での基盤の上に内部要因から内在的に生じた

ものとして把握できないかというように解釈

した。シアトルの場合、航空宇宙産業からソ

フトウェア産業への展開を、「必然的」に説明

できるかどうかであるが、回答としては、「事

実はそう単純ではなかった」ということにな

る。当方の調査によると、ボーイング社はソ

ブトウェア開発部門を持っており、シアトノレ

に 1万人程度のソフトウェアエンジ=アを雇

用していたが、基本的に企業内のシステム需

要や航空機の Yフト開発に適合的な人材であ

った01980年代というシアトルの ICT産業形

成期にボーイング社からいくつかのソフトウ

ェア企業が誕生していること、顧客としてイ

ンパクトを持っていたことは疑いない。

しかし 1990年代以降シアト Jレで爆発的に

伸びる ICT産業はマイクロソフトに代表され

る新しいパーソナノレコンビュータ等のソフト

開発を行うものであり、かならずしも大企業

でトレー=ングを受けた Yフトウェアエンジ

ニアが活躍できる世界ではなかった。ボーイ

ング社とは相対的に無関係に米国内あるいは

グローパルに人材が集まり形成されていった

のが実態である。また 7 イクロソ 7 ト社はシ

Hコンパレーの「オープンネットワーク型

ICT世界」とは異なる「クローズ型」の世界

をシアトノレに創ったのであるが、なぜシアト

ノレかといえば、創業者の出身地がシアトルで

-93・



資本と地域

あったことが大きい。創業地を追い出され、

地元定住傾向でシアトノレに移転し、その後シ

リコンパレーの影響を相対的に受けないシア

トルで、シリコンパレーと異なる独自の「帝

国」を創っていったと解釈するのが、よりリ

アルであると考える。このあたりはファクト

ファインディングをどのように「偶然」と「必

然」として整理して理論化していくのかとい

うことになるかもしれない。野口さんから再

度ご教授頂きたい点である。

以上、拙いながらもコメントへの回答であ

る。このようにご指摘とリプライをまとめて

みると、たしかに筆者も研究を深める方向性

としてほとんどの部分に同意するものの、実

証研究の領域では、レピュー、統計の整理、

計量手法で「実証」可能な研究領域を除けば、

コミュニティに入り込み「参与観察I を行う

ことが必要となるなど、実証が非常に困難で

あることにも気づく。またコメントの柱の一

つであった国土構造、政治経済構造、社会文

化構造の相違を踏まえた「都市の日米比較」

については、地域経済論としての研究を大い

に深め、学術的貢献もかなり期待できること

は間違いない。しかし筆者の現職ポストの都

合上、今後アメリカ経済論分野の研究を進め

なければならない@どの分野の研究を進める

のか、また現在および予想される将来におけ

る自分の能力で実際に研究を遂行できるのか

どうかも含め、今一度しっかりと今後の研究

プランニングを行い、課題を限定したい。野

口さんご指摘のように、理論研究の領域でも

第 6・7合併号 (2010年 10月)

さまざまな知見から学び、自らのアイデアと

視座をより豊かに明確にする必要も感じる。

今後どこまで到達できるかは自分でも分から

ないが、一つ一つの課題を夕日アして前進す

る姿勢だけは忘れないようにしたい。

最後に、岡田知弘先生や関係の先生方(か

つては院生の方々)には大変お世話になりま

した。拙いながらも本を書いてみて改めて感

じるのは、「理論&歴史&現状分析Jr敏密な

実証分析 Jr具体的で積み上げ型の理論づく

り」という研究グループで教わった研究文化

はどの研究領域でも必要なのだということで

す。今後どれだけ地域経済論の分野で活動す

るかは分かりませんが、もしご縁がありまし

たら、よろしくお願いします。

I注1
1 Markusen et al. The Rise 01 the Gunbelt: 

The Military Remapping 01 Industrial 

America， Oxford University Press， 1991 

2 Markusen， A. "Sticky Places in a 

Slippery Space: A Typology of Industrial 

DistrictsぺEconomicGeography， Vol. 72-3， 
1996， pp目293-313目

8 山鯨宏之「米国シアトノレにおける Yフトウ

ェア企業の立地要因と市場地域Jr経済地理
学年報~ 53巻 3号、 2007年、 46-61ベージ。
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